




















研究目的

　本研究班が対象とした心身障害の中には,複数の遺伝子坐における遣伝子の

組合せ(すなわち個体の遺伝子型)と個体に作用する環境要因の両者によって発

病すると考えられている数多くの疾患が含まれている。これらの疾患はいずれ

も,その頻度が比較的に高く,したがって,それぞれの疾患について遺伝子型と

環境の作用を明らかにすることは,心身障害の効果的な予防と治療のためにき

わめて重要な課題である。周知のように,双生児法は,この課題を解決するため

の一つの有力な方法である。


